
○概要
両館への来館に必要なバスについて、県で費用負担・手配するとともに、学芸員等が作品や資料の鑑賞を
支援します。
※学校と近代美術館・博物館の往復に要するバス代を県で負担します。
（和歌山市内及び経路から大きく外れない場合は、他の施設等への立ち寄りを可能とします。）

○対象
県内の公立小学校、義務教育学校（前期課程）の児童及び特別支援学校の児童生徒
（学年を限定せず、また複数学年の利用も可能とし、バスの規模や台数にも制限はありません。）

事業について

【制度について】
和歌山県教育庁教育総務局教育政策課 TEL：073-441-3641

【鑑賞支援について】
和歌山県立近代美術館 担当 教育普及課：073-436-8691（直通）
和歌山県立博物館 担当 学 芸 課：073-436-8684（直通）

【その他】
本事業の様子が、教育広報テレビ番組「はばたく紀の国」で紹介されましたので、
ぜひご覧ください！
URL https://www.youtube.com/watch?v=8p2mUSCraxw

問い合わせ等

近代美術館・博物館の
活用促進事業のご案内
近代美術館・博物館の
活用促進事業のご案内

○申込期間（予算がなくなり次第終了となります。）
一次募集（令和７年 ６月～令和８年３月実施分）：令和７年３月１９日（水）～ ４月１８日（金）
二次募集（令和７年 ９月～令和８年３月実施分）：令和７年６月１９日（木）～ ７月１８日（金）
三次募集（令和７年１２月～令和８年３月実施分）：令和７年９月１９日（金）～１０月１７日（金）

○目的
県内の小学校・特別支援学校の児童生徒が、和歌山県立近代美術館及び和歌山県立博物館（以下「両館」
という。）の保有する本物の美術作品・文化財に触れる機会の拡大を通じて、学校教育の充実を図るとと
もに、こどもたちの豊かな教養、感性を育みます。

○その他
（１）申込の結果（実施校の決定）は、申込時に記載していただいた担当者のメールアドレスへ通知文を

送付します。
（２）県立博物館の工事閉館中（１１月２５日～３月３１日）は近代美術館のみの見学となります。
（３）実施校決定後は日程等の変更ができません。ただし、学級閉鎖等やむを得ない事情で実施できない

場合は、分かり次第速やかに下記問い合わせ先まで連絡してください。
（４）学習のねらいに即した見学内容とするため、両館との事前の打ち合わせは十分に行ってください。
（５）各校において、両館が提供する資料を活用した事前オリエンテーションを必ず行ってください。
（６）学芸員による対応を基本としますが、両館の他の業務の都合上、フロアレクチャー等に対応できな

いことがあります。
（７）両館活用促進のため、学校の長期休業期間中（夏季及び冬季）に教員向け研修会の開催を予定して

います。なお、参加される方の旅費は県で負担します。
詳しくは県教委HPをご確認ください。（HPは４月以降に公開予定）

○申込方法
下記URLからアンケートフォームへアクセスして申込みしてください。
URL https://prefwakayama.form.kintoneapp.com/public/r7kh-moushikomi

○実施報告
下記URLからアンケートフォームへアクセスして、実施後２週間以内に報告してください。
URL https://prefwakayama.form.kintoneapp.com/public/r7kh-jisshihoukokusho



施設紹介

美術文化の向上を推進するため、美術に関する資料の調査、研究等を行うとともに、和
歌山県ゆかりの作家を中心としたコレクション展や特別展・企画展を開催しています。

住所 和歌山市吹上1丁目4-14
ＨＰ https://www.momaw.jp/

和歌山県ゆかりの文化財を保存、研究するとともに、常設展示として和歌山の歴史を展
示し、春・秋の特別展及び年間数回の企画展を開催して、活動の成果を公開しています。

住所 和歌山市吹上1丁目4-14
ＨＰ https://hakubutu.wakayama.jp/

○申込⇒実施⇒実施報告

令和6年度に本事業を活用した学校が行程に組み込んだ施設等（参考）
和歌山県民文化会館、和歌山城公園、岡公園、秋葉山公園、和歌山城ホール、和歌山市立博物館、和歌山市民図書館、和歌山市立こども科学館、花王エコラボミュージアム、紀州漆器うるわし館など

事業の流れ（申込から実施まで）

歴史や美術を専門とする「県立近代美術館」「県立博物館」「県立紀伊風土記の丘」の３館が、それぞれの収蔵品を総合的・横断的に紹介し、県内外の皆さんに広く親しんでいただけるよう、
ポータルサイト『和歌山ミュージアムコレクション』を立ち上げました。
日頃、博物館施設に馴染みがある人もそうでない人も、さまざまな収蔵品との出会いをお楽しみください。そして、ぜひ各館を訪れてみてください。

『和歌山ミュージアムコレクション』https://wakayama.museum/

○見学当日

①事前説明 ③振り返り

施設のこと、展示の内容
や鑑賞のルール等を説明

学芸員の解説付き、自由に鑑賞、みんなで１つの作品や資料をじっくり鑑賞、仏像（レプリカ）に実際に触れるなど、
各学校と相談しながらすすめます

感想や印象に残ったもの
などをみんなで振り返り

②いざ鑑賞！！

○行程（例）
①

②


